
日
本
で
海
外
の
移
民
政
策
が
話
題
に
な
る
の

は
、
そ
の
国
の
中
央
政
府
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、

地
方
自
治
体
の
政
策
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
あ

ま
り
な
い
。
だ
が
、
日
本
に
お
い
て
先
進
的
取

り
組
み
を
進
め
る
外
国
人
集
住
都
市
会
議
ⅰ

な

ど
自
治
体
と
国
の
外
国
人
政
策
に
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
よ
う
に
、
諸
外
国
で
も
、
自
治
体
、
特
に

大
都
市
が
国
の
政
策
と
は
異
な
る
独
自
の
取
り

組
み
を
進
め
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
最
初
か
ら
移
民
（
永
住
者
）

と
し
て
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
北
米
や
オ
セ
ア

ニ
ア
の
移
民
国
家
と
異
な
り
、
労
働
者
と
し
て

受
け
入
れ
た
外
国
人
の
定
住
化
（
移
民
化
）
が

次
第
に
進
ん
で
い
く
過
程
が
日
本
と
共
通
す
る

欧
州
に
お
け
る
自
治
体
の
動
き
に
注
目
し
、
現

在
活
発
な
欧
州
の
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
表

的
存
在
と
し
て
、
ユ
ー
ロ
シ
テ
ィ
ー
ズ
と
イ
ン

タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
シ
テ
ィ
を
紹
介
し
た
い
。

ど
ち
ら
も
多
様
性
（d

iv
ersity

）
が
キ
ー
ワ
ー

ド
で
あ
る
。ユ

ー
ロ
シ
テ
ィ
ー
ズ

ユ
ー
ロ
シ
テ
ィ
ー
ズ
は
、
１
９
８
６
年
に
バ

ル
セ
ロ
ナ
（
ス
ペ
イ
ン
）、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
（
英

国
）、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
西
ド
イ
ツ
）、
リ
ヨ

ン
（
フ
ラ
ン
ス
）、
ミ
ラ
ノ
（
イ
タ
リ
ア
）、
ロ
ッ

テ
ル
ダ
ム
（
オ
ラ
ン
ダ
）
の
６
つ
の
大
都
市
の

市
長
が
設
立
し
た
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

今
日
で
は
、
Ｅ
Ｕ
内
の
１
７
０
を
超
え
る
都
市

（
正
会
員
は
Ｅ
Ｕ
内
の
人
口
25
万
人
以
上
の
都

市
）
が
参
加
し
、
Ｅ
Ｕ
の
政
策
に
都
市
の
視
点

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
事
務

局
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
ベ
ル
ギ
ー
）
に
あ
る
。

ユ
ー
ロ
シ
テ
ィ
ー
ズ
で
は
文
化
や
経
済
、
環

境
、
社
会
問
題
な
ど
７
つ
の
テ
ー
マ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
組
織
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｕ
の

統
合
に
関
す
る
共
通
基
本
原
則

（
２
０
０
４

年
）
を
、
都
市
レ
ベ
ル
で
実
施
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
２
０
０
６
年
に
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
（
オ

ラ
ン
ダ
）
で
会
議
を
開
い
て
以
来
、
移
民
統
合

の
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。
社
会
問
題
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
に
あ
る
移
住

と
統
合
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

現
在
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
（
座
長
）、
ヘ
ル
シ
ン
キ

（
副
座
長
）、
タ
ン
ペ
レ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
オ
ス
ロ
な
ど
約
30
都
市
が
活

発
に
参
加
し
て
い
る
。

⑴
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
２
０
０
７
年
以

来
、
Ｅ
Ｕ
の
財
政
支
援
の
も
と
、
４
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

①
イ
ン
テ
ィ
・
シ
テ
ィ
ー
ズ

（IN
T
I-C

IT
IE
S

）﹇2007-2009

年
﹈

都
市
の
移
民
統
合
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
一

定
の
指
標
を
使
っ
て
評
価
す
る
こ
と
（
ベ
ン
チ

マ
ー
キ
ン
グ
）
を
目
的
に
12
都
市
が
参
加
し
て

ヘ
ル
シ
ン
キ
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
マ
ル
メ
、
ジ
ェ

ノ
ア
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、
リ
ヨ
ン
の
６
都

市
が
評
価
を
受
け
た
。

評
価
は
、
他
都
市
の
統
合
関
係
者
が
中
心
と

な
っ
て
行
っ
た
（
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
）。
６
都
市

の
自
己
評
価
の
レ
ポ
ー
ト
を
分
析
し
た
の
ち
、

実
際
に
当
該
都
市
を
訪
問
し
、
関
係
者
の
聞
き

取
り
を
行
い
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
移
民
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
、
庁
内
連
携
、
市
民
協
働
の
４
項

目
に
つ
い
て
、
評
価
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
た
。

②
ダ
イ
ブ
（D

IV
E

）﹇2009-2010

年
﹈

欧
州
都
市
に
お
け
る
多
様
性
と
平
等

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
同
様
、
ベ

ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
と
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
の
手
法
を

取
り
入
れ
た
も
の
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ベ

ル
リ
ン
、
リ
ー
ズ
、
ロ
ー
マ
の
４
都
市
が
政
策

形
成
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
雇
用
、
調
達
の
４
分

野
で
評
価
を
受
け
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
大

の
成
果
は
、
移
民
統
合
に
お
け
る
都
市
の
責
務

を
謳
っ
た

統
合
都
市
憲
章

（
後
述
）
で
あ

る
。

③
ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ー
ズ

（M
IX
IT
IE
S

）﹇2010-2012

年
﹈

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

統
合
都
市
憲
章

を
実
践
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
16
都
市

が
参
加
し
、
ゲ
ン
ト
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
の
３
都
市
が
、
そ
れ
ぞ
れ
反
差
別
政

策
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
多
様
性
の
推
進
、

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
た
め
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
・
コ
ー
ス
の
３
分
野
で
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
を
受

け
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
、
３
分
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野
に
お
け
る
政
策
評
価
の
た
め
の
ツ
ー
ル
キ
ッ

ト
が
作
成
さ
れ
た
。

④
イ
ン
プ
リ
メ
ン
タ
リ
ン
グ

（Im
p
le
 
M
e
n
t
o
r
in
g

）﹇2012-2014

年
﹈

政
策
と
実
践
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ

と
を
目
的
に
都
市
間
の
相
互
サ
ポ
ー
ト
を
推
進

す
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
れ
ま
で
の
ベ

ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
や
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
助

言
者
（
メ
ン
タ
ー
）
の
活
用
に
よ
る
政
策
の
実

施
に
焦
点
を
移
し
た
も
の
で
あ
る
。
14
都
市
が

参
加
し
、
４
つ
の
テ
ー
マ
（
市
民
の
意
識
向
上
、

市
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
け
る
多
様
性
、
多
様

な
地
域
に
お
け
る
参
加
、
移
民
の
諮
問
機
関
を

通
じ
た
政
治
参
加
）
ご
と
に
４
、
５
都
市
が
集

ま
り
、
そ
の
中
で
実
施
都
市
と
助
言
都
市
に
わ

か
れ
、
新
た
な
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
を
作
成
す
る
予

定
で
あ
る
。

⑵
統
合
都
市
会
議

移
民
統
合
分
野
で
の
ユ
ー
ロ
シ
テ
ィ
ー
ズ
の

も
う
一
つ
の
大
き
な
活
動
の
柱
が
統
合
都
市
会

議
（In

teg
ra
tin
g
 
C
ities C

o
n
feren

ce

）
の

開
催
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
２
０
０
６
年

に
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
第
１
回
の
会
議
を
開
い
て

以
来
、
ミ
ラ
ノ
（
２
０
０
７
年
）、
ベ
ル
リ
ン

（
２
０
０
９
年
）、
ロ
ン
ド
ン
（
２
０
１
０
年
）、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
（
２
０
１
２
年
）、
タ
ン
ペ

レ
（
２
０
１
３
年
）
で
、
前
述
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
成
果
の
発
表
を
含
め
、
参
加
都
市
が
互
い

の
経
験
や
知
見
を
共
有
す
る
場
と
し
て
、
そ
し

て
都
市
と
Ｅ
Ｕ
の
対
話
の
場
と
し
て
開
催
し
て

き
た
。

今
年
開
催
さ
れ
た
タ
ン
ペ
レ
会
議
は
２
日
間

の
日
程
で
行
わ
れ
、
１
６
０
名
の
自
治
体
関
係

者
が
欧
州
各
国
か
ら
集
ま
り
、
全
体
会
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
タ
ン
ペ
レ
市
内
の
視
察
が
組
ま
れ
た
。
Ｅ

Ｕ
か
ら
は
、
欧
州
委
員
会
の
内
務
総
局
（
移
民

政
策
を
所
管
）
局
長
が
参
加
し
、
参
加
都
市
の

副
市
長
（
市
議
会
議
員
）
ら
と
討
論
を
行
っ
た
。

ま
た
、
前
述
の
イ
ン
プ
リ
メ
ン
タ
リ
ン
グ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
報
告
も
行
わ
れ
た
。

⑶
統
合
都
市
憲
章

最
後
に
統
合
都
市
憲
章
に
つ
い
て
紹
介
し
た

い
。
こ
の
憲
章
は
前
述
の
ダ
イ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
都
市
の
多
様
性

と
平
等
の
推
進
の
た
め
に
政
策
形
成
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
、
雇
用
、
調
達
の
４
分
野
で
の
都
市
の

責
務
を
謳
っ
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
政
策
形
成
過
程
へ
の
参

加
を
促
進
す
る
こ
と
、
行
政
が
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
平
等
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る

こ
と
、
市
職
員
の
構
成
を
市
民
の
多
様
性
を
反

映
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
、
物
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
調
達
や
入
札
に
お
い
て
平
等
と
多
様
性
の
原

則
を
適
用
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
る
。
前

述
の
ロ
ン
ド
ン
会
議
の
際
に
採
択
さ
れ
、
ロ
ン

ド
ン
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
ベ

ル
リ
ン
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
オ
ス
ロ
、
ロ
ー

マ
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
な
ど
17
都
市
が
署
名
し

た
。
現
在
、
署
名
都
市
は
30
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
シ
テ
ィ

移
住
者
（m

ig
ra
n
t

）
や
少
数
者
（m

in
o
r-

ity

）
に
よ
っ
て
も
た
さ
れ
る
文
化
的
多
様
性

を
、
脅
威
で
は
な
く
、
む
し
ろ
好
機
と
と
ら
え
、

都
市
の
活
力
や
革
新
、
創
造
、
成
長
の
源
泉
と

す
る
都
市
政
策
を
進
め
る
の
が

イ
ン
タ
ー
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
・
シ
テ
ィ

で
あ
る
。

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
（
フ
ラ
ン
ス
）
に
本
部
を

置
く
欧
州
評
議
会
ⅱ

が
、
欧
州
委
員
会
と
と
も

に
２
０
０
８
年
の
欧
州
文
化
間
対
話
年
や
欧
州

評
議
会
に
よ
る
文
化
間
対
話
白
書
の
刊
行
を
契

機
に
始
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
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⑴
欧
州
都
市
に
よ
る
受
け
入
れ
政
策
の
５
類
型

イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
シ
テ
ィ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
理
解
す
る
上
で
は
、
欧
州
都
市
に
よ

る
戦
後
の
様
々
な
取
り
組
み
を
も
と
に
し
た
以

下
の
政
策
の
分
類
が
有
益
で
あ
ろ
う
ⅲ

。

①
無
政
策
（n

o
n
p
o
lic
y

）

移
住
者
や
少
数
者
は
、
都
市
に
と
っ
て
無
関

係
ま
た
は
一
時
的
な
現
象
で
、
歓
迎
さ
れ
な
い

存
在
と
み
な
さ
れ
、
対
応
す
る
必
要
性
が
認
識

さ
れ
な
い
。

②
ゲ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
政
策

（g
u
e
s
t w

o
r
k
e
r p

o
lic
y

）

移
住
者
は
一
時
的
な
労
働
力
で
あ
り
、
い
ず

れ
は
出
身
国
に
戻
る
存
在
と
み
な
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
短
期
的
で
移
住
者
の
市
民
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
な
対
策
が
と
ら
れ
る
。

③
同
化
政
策

（a
s
s
im
ila
t
io
n
is
t p

o
lic
y

）

移
住
者
や
少
数
者
は
永
住
者
と
し
て
受
け
入

れ
ら
れ
る
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
同
化
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
受
け
入
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
文
化
規
範
と
の
違
い
は
奨
励
さ
れ
ず
、
そ
の

国
の
一
体
性
に
対
す
る
脅
威
と
み
な
さ
れ
る
場

合
に
は
抑
圧
さ
れ
る
。

④
多
文
化
主
義
政
策

（m
u
lt
ic
u
lt
u
r
a
l p
o
lic
y

）

移
住
者
や
少
数
者
は
永
住
者
と
し
て
受
け
入

れ
ら
れ
る
。
受
け
入
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
文
化

規
範
と
の
違
い
は
、
法
や
制
度
に
よ
っ
て
奨
励
、

保
護
さ
れ
、
反
人
種
主
義
活
動
に
よ
っ
て
支
援

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
分
離
や
隔
離
が
助
長
さ
れ

る
リ
ス
ク
を
負
う
。

⑤
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
政
策

（in
t
e
r
c
u
lt
u
r
a
l p
o
lic
y

）

移
住
者
や
少
数
者
は
、
永
住
者
と
し
て
受
け

入
れ
ら
れ
る
。
受
け
入
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
文

化
規
範
と
の
違
い
を
有
す
る
権
利
は
法
や
制
度

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
一
方
、
共
通
の
立
場
や

相
互
理
解
、
共
感
を
生
み
出
す
政
策
、
制
度
や

活
動
が
評
価
さ
れ
る
。

西
欧
で
は
２
０
０
０
年
代
に
移
民
が
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
件
ⅳ

が
起
こ
り
、
そ
れ
ま
で
の

移
民
政
策
を
見
直
す
機
運
が
高
ま
り
、
各
国
の

選
挙
の
大
き
な
争
点
と
な
っ
た
。
特
に
、
集
住

す
る
移
民
の
分
離
を
も
た
ら
し
、
社
会
統
合
を

阻
ん
で
い
る
と
し
て
、
多
文
化
主
義
政
策
へ
の

批
判
が
高
ま
る
中
で
、
自
治
体
の
間
で
は
多
様

性
を
尊
重
す
る
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
政
策
を
進
め
、
異
な
る

文
化
的
背
景
を
有
す
る
住
民
間
の
交
流
を
通
し

て
社
会
統
合
を
目
指
す

イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ

ラ
ル
・
シ
テ
ィ

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

⑵
参
加
都
市
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

現
在
、
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
シ
テ
ィ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
の
は
オ
ス
ロ

（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
（
デ
ン
マ
ー

ク
）、
ヌ
ー
シ
ャ
テ
ル
（
ス
イ
ス
）、
レ
ッ
ジ

オ
・
エ
ミ
リ
ア
（
イ
タ
リ
ア
）
な
ど
欧
州
の
21

都
市
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
都
市
に
加
え
、
26
都

市
が
準
会
員
都
市
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
こ

の
中
に
は
、
欧
州
域
外
の
２
都
市
（
メ
キ
シ
コ

シ
テ
ィ
と
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
）
も
含
ま
れ
て
い

る
。
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
国
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
存
在
す
る
。
後
述
の
ユ
ー
ロ
シ
テ
ィ
ー

ズ
と
異
な
り
、
小
都
市
も
参
加
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
シ
テ
ィ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
る
具
体
的
活
動
と
し
て
は
専
門
家

に
よ
る
会
員
都
市
の
政
策
評
価
、
会
員
都
市
相

互
の
視
察
、
お
よ
び
関
連
テ
ー
マ
に
関
す
る
セ
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ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
各
都
市

の
政
策
を
評
価
し
、
比
較
す
る
手
段
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
シ
テ
ィ
指
標
が
開

発
さ
れ
て
い
る
。

⑶
日
本
の
自
治
体
と
の
交
流

国
際
交
流
基
金
に
よ
っ
て
、
２
０
０
９
年
か

ら
日
本
の
自
治
体
関
係
者
の
欧
州
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
派
遣
や
欧
州
の
自
治
体
関
係
者
の
日
本

招
聘
が
行
わ
れ
て
き
た
。
２
０
１
２
年
１
月
に

は
東
京
で
、
欧
州
、
韓
国
そ
し
て
日
本
か
ら
計

９
都
市
の
首
長
が
集
ま
る
多
文
化
共
生
都
市

（
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
シ
テ
ィ
）
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
た
。
多
文
化
共
生
を
テ
ー
マ
に

欧
州
と
ア
ジ
ア
の
自
治
体
首
長
が
初
め
て
一
堂

に
会
す
る
歴
史
的
会
議
で
あ
っ
た
。
続
い
て

２
０
１
２
年
10
月
に
は
浜
松
で
第
２
回
サ
ミ
ッ

ト
が
、
２
０
１
３
年
10
月
に
は
韓
国
安
山
市
で

第
３
回
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
は
外
国
人
住
民
の
多
い
自
治
体
を
中
心
に

多
文
化
共
生

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、

韓
国
で
は
国
の
強
力
な
指
導
の
も
と
自
治
体
に

よ
る

多
文
化
政
策

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

欧
州
と
日
本
そ
し
て
韓
国
の
自
治
体
が
互
い
の

経
験
や
知
見
を
共
有
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
意

義
が
あ
る
だ
ろ
う
。
日
本
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

浜
松
市
、
東
京
都
新
宿
区
と
大
田
区
等
の
首
長

や
実
務
者
が
参
加
し
て
い
る
。
特
に
積
極
的
な

の
が
浜
松
市
で
、
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・

シ
テ
ィ
の
理
念
を
参

に
、
２
０
１
３
年
３
月

に
は

多
文
化
共
生
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
ⅴ

を
策
定

し
て
い
る
。

本
稿
は
、

Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

（
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
発
行
）
に
掲

載
さ
れ
た
連
載
記
事

多
文
化
共
生
社
会
に
向

け
て

の
中
の
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
シ

テ
ィ
と
ユ
ー
ロ
シ
テ
ィ
ー
ズ
に
関
す
る
一
連
の

拙
稿
を
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
脚
注
）

ⅰ
外
国
人
集
住
都
市
会
議
は
２
０
０
１
年
に
設

立
さ
れ

現
在

東
海
地
方
を
中
心
に
日
系

ブ
ラ
ジ
ル
人
労
働
者
の
多
い
27
都
市
が
参
加

し
て
い
る

ⅱ
欧
州
評
議
会
（
本
部
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ト
ラ
ス

ブ
ー
ル
）
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
28
か
国
の
他

南

東
欧
諸
国
や
ロ
シ
ア
な
ど
を
含
め
て
47
か
国

が
加
盟
す
る
汎
欧
州
機
関

日
本
は
１
９
９
６

年
か
ら
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い

る
ⅲ
以
下
の
資
料
を
も
と
に
筆
者
が
要
約

In
tercu

ltu
ra
l cities:

T
o
w
a
rd
s a m

o
d
el

 
fo
r in
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S
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C
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n
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f E
u
ro
p
e P

u
b
lish

in
g
,

p
p
. 22-23,

2010.

ⅳ
英
国
に
お
け
る
暴
動
（
２
０
０
１
年
）
や
同

時
多
発
テ
ロ
（
２
０
０
５
年
）

フ
ラ
ン
ス

に
お
け
る
暴
動
（
２
０
０
５
年
）

オ
ラ
ン

ダ
に
お
け
る
政
治
家
と
映
画
監
督
の
暗
殺

（
２
０
０
２
年
・
２
０
０
４
年
）
な
ど

ⅴ
同
ビ
ジ
ョ
ン
は
多
様
性
を
生
か
し
た
都
市
づ

く
り
を
施
策
の
柱
に
し
て
い
る
が

筆
者
は

こ
れ
を

多
文
化
共
生
２
・
０

と
呼
ん
で

い
る

イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
シ
テ
ィ

h
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●
著
者
紹
介

山
脇

啓
造
（
や
ま
わ
き

け
い
ぞ
う
）

明
治
大
学
国
際
日
本
学
部

教
授

東
京
大
学
法
学
部
卒
業
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
国

際
関
係
・
公
共
政
策
大
学
院
修
了
。
総
務
省
、

法
務
省
、
文
部
科
学
省
、
外
務
省
、
内
閣
府
な

ど
関
係
府
省
や
、
東
京
都
、
愛
知
県
、
宮
城
県

な
ど
地
方
自
治
体
の
外
国
人
施
策
関
連
委
員
を

歴
任
。

専
門
は
、
移
民
政
策
・
多
文
化
共
生
論
。


